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マーガリン負荷の血中脂質に及ぼす影響

〔(社)日本家政学会

　　　　国立健康・栄養研　臨床栄養　　　　辻　　悦子

　目的　高脂血症の予知、予防を目的として、健常者に各種脂肪を負荷し、血中脂質の変

動や個人差を検討してきた。既に本大会でバターおよびマーガリンにつき報告した。今回

は同じマーガリン（リノール酸含量約33％) を大量用いた時の血中脂質の変動を検討した

　方法　18－22歳の健常女子学生10名を被験者とし、１日当たりマーガリンを90g常食に加

えて７日間摂食負荷した。負荷前後早朝空腹時に採血して、血清脂質の変動を調べた。負

荷試験の初日には、上記脂肪を１回負荷後、血清脂質の変動を２時間毎に調べた。また実験

前および実験期間中の食物調査、生活時間調査も行った。

　結果　実験前の１日当たりの栄養素平均摂取量は、エネルギー　1952kcal、たん白質　7 2.

2g、脂肪　60.5g、脂肪エネルギー比　27χ、Ca 638ing、Fe 9.4nig、V. A 2436IU、V . B t 1 . 3 7剛

SヽV.Bp 1 .69mg、v.c 75iiigであった。実験期間中はエネルギー、脂m、V. Aの摂取量は著

しく増加し、脂肪エネルギー比は463;と増加した。体重は１週間後には増加した。しかし、

７日間のマーガリン負荷により血中総コレステロ―ル（ＣＨＬ）、遊離ＣＨＬ、トリグリ

セライドは、明らかに低下した。被験者中１名は高ＣＨＬ血であったが、負荷後の各脂質

レベルは負荷前に比ぺすぺて低下していた。1回負荷後の経時変化では、負荷後のトリグ

リセライドと遊離C H Lの著しい増加、およびカイロマイクロン、pre-βリポ蛋白の増加

がみられた。前報における男子へのマーガリン60g負荷ではLDL-C H Lの低下傾向がみら

れたが、本実験では負荷１週間後のLDL-C H Lは著しく低下し、これが総ＣＨＬの低下に

明らかに反映していた。また、アポＢも著しく低下することが認められた。
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［目的］　緑黄色野菜の効果については、一般にビタミンＣ、ビタミンＡ、カロチンなど

ビタミン類が主要有効成分とされ、さらに最近食物繊維が注目されている。ところがホウ

レン草を代表とする緑黄色野菜、緑茶、海藻など古来から健康に良いとされて来た緑色食

物の特徴的成分である葉緑素については、その食品栄養学的機能は不明のままである。演

者らはこの葉緑素の生体機能に及ぼす影響に興味を持ち研究をはじめた。今回はラットの

コレステロール代謝に及ぼす影響について調べた。

［方法］　実験動物としてWistar系４週令雄ラットを用いた。試験飼料は2 0％‘カゼイン、

5 % コーン油を基本とし、糖質はa －スターチを用いた。そしてクa aフィルの効果をコ

レステロール無添加、0. 1%添加、0. 5％添加飼料で調べた。クロロフィルはクマ生化学よ

りの試供品（クロロフィルa , b混合物）を用い、飼料への添加量は0. 2％とした。試験飼

料で３週間飼育後、血漿と肝臓を採取し、血漿脂質はイヤトロスキャンを用い、肝臓コレ

ステロールはPearsonの方法で測定した。

Ｅ結果３　　飼料へのクロロフィルの添加はラットの成長にほとんど影響しなかった。コレ

ステロール無添加群ではクロロフィル添加により血漿コレステ･a ール、トリグリセリドは

有意に低下したが肝臓コレスレD ―ルヘの影響はわずかであった。飼料中にコレステロ-

ﾙを添加した群では、血漿コレステロール、肝臓コレステロールとも著しく上昇し、クロ

ロフィルの添加効果は血漿ではコレステロール添加量が増すにつれみられなくなったが、

肝臓では添加量が増’すにつれ、効果が認められるようになった。


